




Research of attacking strategy on the Rugby Scrum 
Naoto Kato Yoshikata Morimoto 
Abstract 
This study is intended for the top level of the universities in J apan. The purpose of this 
study there are three. Did the 1st have change in the tactics from scrum by rule revision? 
Did the 2nd have change in the gain line breakthrough rate by rule revision? Did the 3rd 
have change in tactics by the place of a ground? As a result of analyzing for the purpose 
of the above， the following things became clear. 
1. In the area 1， 2009 increased the rate of the Backs attack. 
2. In the area 5， 2009 increased the rate of the kick. Moreover， inthe side attack， 2009 de-
creased. 
3. Various tactics came to be performed in 2009. 
4. As for the gain line breakthrough rate， 2009 were high. 
5. As for the rate of a scrum turnover， 2009 were high. 
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図6 2007年スクラム全体の攻撃戦術の内容地域0の
位置別
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図8 2007年スクラム全体の攻撃戦術の内容 地域5の
位置別
3.スクラムからのゲインライン突破率
スクラムから 1次攻撃でのゲインライン
突破の割合は、 2009年ではスクラムの回数
が全部で228回あり攻めた回数が141回、
そのうちゲインラインを突破できた回数は
110回で78.0%の割合でゲインラインを突
破しており 2007年より増大が認められた。
贋瀬ら(209)の世界レベルのテストマッチ
と日本のトップレベルのトップリーグの試
合を対象とした研究によると、ルール改正
が行われる 2007年度は、 1次攻撃を仕掛け
るとゲインラインよりも後方にポイントが
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できることが32%あり、ゲインライン上と
合わせると 43%はゲインラインを切ってい
ないことが指摘されている。 2008年度で
は、ゲインライン後方のポイントは 18%と
減少し、ゲインライン上と合わせると 36%
になり、 2007年度より減少した結果になっ
た。またゲインラインができる割合は、ルー
ル改正後増加していることが報告されてお
り、大学生を対象とした本研究と差異はな
かった。
4. スクラムからのターンオーバー
2009年と 2007年のスクラムでのターン
オーバーの割合を比較してみると 2007年
より 2009年の相手にスクラムを押された
り固されたりしてターンオーバーする回数
が増加していた。佐伯ら(202)はトライの起
点となったプレーの種類では、 1次攻防を
起点としたものでは、ペナルテイキック・
フリーキックを起点としたものとスクラム
を起点にしたものがほぼ等しく最も多かっ
たのが認められたと報告している。スクラ
ムからターンオーバーやミスを少なくする
ことでより試合を優位に進められるのでは
ないかと考えられる。
5.ルール改正に伴う戦術の変化
jレール改正前は、スクラムの最後尾に位
置するナンバーエイトの脚の位置が、オフ
サイドラインであった。ラグビーは競技規
則上、ポールを前に投げることができない
ため、ディフェンス側はスクラムハーフか
らボールが出された瞬間に一斉に前に出
て、パスによってポールが空中にある時間
に、相手との距離をできるだけ詰めること
で、デイフェンス側がゲインラインよりも
前でタックルしていることが多くみられた
と慶瀬ら(209)は述べている。ルール改正後
はスクラムから 5メートル離れることにな
ったのでアタック側は積極的に攻めていく
加藤ほか
べきだと考えられる。アタック側にはパス
プレー、ランプレー、キックの選択があり、
ゴール前以外のスクラムにおいてデイフェ
ンス側のフルパックやブラインドウイング
はキックに対応して後方に位置することが
多い。ゴール前以外のスクラムでは、 l次攻
撃の場面では高い確率で6対4の状況を作
り出せることができるので、数的優位を作
りだせるスクラムは最大のチャンスだと考
え、ミスを恐れずに自陣からでも積極的に
ゲインラインの突破を狙っていく戦術に変
化していく必要があると考えられる。
v.実践面への示唆
本研究では、ラグビーにおけるルール改
正前後の戦術の違いを検討した。ただし、本
研究の対象は圏内トップレベルの大学であ
ったため、異なる競技レベルで本研究の知
見が適応するとは限らない。そこで地区レ
ベルの大学において、戦術の違いを比較す
ることで、実践面に対する戦術トレーニン
グ上の示唆を得ることとした。対象とした
大学は、東北地区大学ラグピーリーグl部
に所属する S大学であり、の2011年度公式
戦の3試合を見た。その結果、S大学の地域
別におけるスクラム全体の攻撃戦術を見て
みると、地域4、地域5でのキックの戦術の
割合が圧倒的に高かった。また、ゲイン突破
率に関しては、大学のトップレベルのチー
ムよりも低くなる結果になった。これは戦
術の選択のみならず、技術、体力的要素との
関連も否定できない。しかしこれに近づけ
るトレーニングの方向性は考慮する必要が
あるだろ。例えば、 S大学は地域4、5での
キックの戦術が圧倒的に多かったが、トッ
プレベルの大学ではこの地域でもパックス
展開や8-9攻撃といったハンドリング技術
が必要な戦術も多く使われている。こうい
った自陣の深い地域でも積極的に攻撃を仕
掛けるところが、トップレベルの大学であ
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り、この技術ができるかできないかがルー
ル改正によってより重要になった。したが
って自陣でも積極的にハンドリングスキル
を発揮できるスキルトレーニングが必要に
なることと、よりゲインラインの突破を意
識した攻撃、戦術を使うことがトップレベ
ルの大学に近づくことになるのではないだ
ろうか。
Vl.まとめ
本研究では、ラグビーにおける国内のト
ップレベルの大学を対象に、 (1)ルール改正
前後ではスクラムからの攻撃戦術が変化し
たのか、 (2)ルール改正によってスクラムか
らのゲインライン突破率が変化したのか、
(3)グラウンドの地域によって戦術が変化す
るのかを明らかにすることを目的とし、分
析した結果、以下のことが明らかになった。
①地域1では2007年より 2009年の方がバ
ッタス展開と 8-9攻撃の割合が増大し
た。
②地域5では2007年より 2009年の方がキ
ツクの割合が増大する結果となった。ま
たサイド攻撃は2009年が2007年より減
少する結果となった。
③位置別に分析してみると、 2007年は位置
によっては戦術に偏りが見られたが、
2009年は様々な戦術が取られるように
なった。
④スクラムから l攻撃でのゲインライン突
破率は、 2007年よりも 2009年が増大す
る結果となった。
⑤スクラムでのターンオーバー率は、わず
かだが2007年より 2009年の方が増大し
た。
ラグピーにおけるスクラムからの攻撃戦術に関する研究
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